



























いた。エストロゲン合成酵素であるアロマターゼおよび 1 型 17ß水酸化ステロイド脱水素酵素の
発現はそれぞれ 63%および 67%の男子乳癌組織で認められた。一方、男子乳癌におけるステロ

































た。エストロゲン合成酵素であるアロマターゼおよび 1 型 17 ß 水酸化ステロイド脱水素酵素の
発現はそれぞれ 63%および 67%の男子乳癌組織で認められた。一方、男子乳癌におけるステロ
イドスルファターゼの発現は 6.7%にとどまった。男子乳癌の大部分 (77%) で ERα および ER
S が共に発現しており、女子乳癌と比較して有意に高頻度で、あった。以上より、本研究によって
男子乳癌組織においてもアロマターゼによりエストロゲンが局所で合成されている可能性が初
めて示された。この結果は、男子乳癌患者にアロマターゼ阻害剤を用いた内分泌療法が有効であ
る可能性を示しており、今後の治療に貢献しうると判断される。
よって，本論文は博士(保健学)の学位論文として合格と認める。
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